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１．研究計画の概要 
本課題では，ミトコンドリアのダイナミク

ス，特にミトコンドリア分裂･融合装置を構
成するタンパク質相互の関係を明らかにす
ることで，高等植物のミトコンドリアの分裂
融合の仕組みを解明するとともに，ミトコン
ドリアのダイナミクスが生殖過程において
どのような役割を果たすのかを明らかにす
る． 
 
２．研究の進捗状況 
これまでに，植物に特異的なミトコンドリ

アの分裂装置 ELM1を新規に同定し，既知の
ミトコンドリア分裂装置との相互作用を明
らかにした．また，生殖過程におけるミトコ
ンドリアのダイナミクスを生きた細胞で追
跡することを試みた．タペート，花粉の生殖
細胞，卵でそれぞれ特異的に発現するプロモ
ータにミトコンドリア局在型の Kaede を連
結し，イネおよびシロイヌナズナを形質転換
した．得られたそれぞれの形質転換体は，意
図したとおりタペート，生殖細胞，卵で
Kaedeを発現していることを確認した．タペ
ートのミトコンドリアは，タペート細胞が崩
壊したのちにほぼ完全な形で葯室に放出さ
れ，細胞内にあるときと同じように活発な動
きを示した．  
卵細胞においてどのような遺伝子発現が

起きているのかを網羅的に解析するために, 
イネの受精直前の雌蕊の中央部分を切断し, 
顕微鏡下で卵細胞を単離・回収した. このよ
うにして集めた約 4,000 個の卵細胞から純
粋な卵細胞由来の RNA を用いてマイクロ
アレイ解析を行った. その結果, 卵細胞特異
的な遺伝子として唯一報告されている 

ECA1 遺伝子と極めて高い相同性をもつ遺
伝子がイネの卵細胞でも発現することが分
かった. このことから, この方法で卵細胞特
異的な遺伝子発現の解析が可能であること
を確認した. マイクロアレイ解析の結果, 卵
細胞で特異的に発現するmiRNAが見出され, 
その標的遺伝子の転写産物量が卵細胞にお
いて低下していることが分かった. さらに単
子葉植物の胚形成に関与していると考えら
れるオーキシン輸送タンパク質候補が見つ
かった.  
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している． 
新規のミトコンドリア分裂因子を見出した．
また，タペート崩壊時にミトコンドリアがき
わめて特異的な動態を示すことが明らかに
なった． 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) タペート崩壊時におけるミトコンドリア
の動態 
タペート崩壊時に放出されたミトコンドリ
アが機能しているか否かを明らかにする． 
 核，色素体，ペルオキシソームなど他のオ
ルガネラも同様に放出されるかどうかを明
らかにする． 
(2) 卵細胞特異的に発現する遺伝子の網羅的
解析 
 単離した卵細胞で特異的に発現する遺伝
子の同定を進めるとともに，それらの機能を
明らかにする． 
同様の方法で助細胞を単離し，助細胞で特異
的に機能する遺伝子の同定を進める． 
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